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Housewives’Opinion　on　Frozen　Foods　and　their　Utilization

Reiko　Saito，　Noriko　Nozawa，　Y面ko　Tanaka

　〔内容抄録〕関東2地区における主婦を対象に冷凍食品の利用状況と意識について，アンケー

トによる個別訪問調査を行なったところ，次のような結果を得た。

1）冷凍食品を利用しているのは，1日のうち夕食が最も多く51．6％，次いで昼食35．　5％，おや

　つ，朝食の順で，利用品種では，調理品（92．2％），水産物（56．1％），農産物（23．3％）の順

　である。

2）利用率を主婦の職業の有無からみると，夕食では職無より職有が高く，昼食では職無が高い。

3）　一回の購入金額は，200～399円が最も多く，品質，味，月収の点で主婦の職業の有無間に有

　意差が認められた。また，利用店舗と一回の購入金額との関係においても差がみられた。

4）　主婦は炊事の時間や労力軽減のために冷凍食品を利用しており，品質，味については余り意

　識していないように考えられる。

1緒 言

　日本の冷凍食品の生産高は，昭和45年に約14

万トン，50年に約36万トソ1）とここ数年で顕著

な伸び率を示しており，集団給食施設はもとよ

り，家庭への進出もめざましい。そこで著者ら

は，今後の食生活指導の方向づけに指針を得た

いと考え，主婦を対象に家庭における冷凍食品

の利用状況や，冷凍食品に対する意識について

の調査を行なったので，ここに報告する。

II　冷凍食品普及状況1）

　日本の冷凍食品がどの程度普及されているか

を生産数量からみると，品種別（図1）では，

フライ類，フライ類を除く調理食品は114千～

128千トンと圧倒的に多く，野菜類，水産物は

42千～53千トンであり，畜産物，果実類，菓子

類は4千～8千トソである。また，業務用と家

庭用との年間生産数量（図2）では，業務用は

昭和45年の89千トソから50年の226千トン，家

庭用は45年の51千トンから50年の128千トンと，

共に大きく伸びている。生産地別では，昭和50

年現在，関東が最も多く，25．8％を占め，次い

で中部，東北，四国，北海道，近畿，九州，中

国の順となっている。

III　調査方法

　昭和51年1月中旬から4月上旬にかけ，東京

都台東区下谷地区と千葉県松戸市常盤平団地の

主婦410名を対象に，個別にアソケート用紙（表

1）を配布し，後日回収した。回収率は88．O％o，

うち冷凍食品利用者は344名，95．3％で，これ
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表1アンケート内容
1　冷凍食品の利用状況について該当するものに○をつけてください。

1）冷凍食品を使ったことがありますか。（ある，ない）

2）　どんなものを使いましたか。（農産物，水産物，調理品，その他）

3）調理品と答えた方は，今までにどんなものを使いましたか。

④
㊥
㊦
②
◎
＠
⑫
◎
㊥
②

冷凍エビコロッケ

コーンコロッケ

ェビフライ

カニボール

ハソノミーグ

グラタン

茶碗むし

ピツツアパイ

パウンドケーキ

その他

＠カニコロッケ⑳チキンコロッケ

㊥トンカツ　㊦串カツ
⑦　カキフライ　　　⑪　チキソボール

⑫エビボール　⑦ブイッシュボール

㊥シューマイ　＠ギョウザ
⑫ミートパイ　⑦チキンパイ
㊥　スパゲティ　　　⑦　シチュー

④　フレンチポテト　㊥　ミックスベジタブル

②はる巻　　②ロールキャベツ

4）　どのような目的で使っていますか。

　　（生ものの代わり，料理の手間をはぶく，家ではつくれない，その他）

5）使用回数はどのくらいですか。

　　（毎日，週2～3回，週1回，月2～3回，月1回以下）

6）　どの食事に多く用いますか。

　　（朝食，昼食，夕食，おやつ）

7）調理方法は何で知りましたか。

　　（テレビ，展示会，講習会，店の人，説明会，その他）

8）　品質はどうですか。

　　（よい，比較的よい，普通，よくない）

9）値段は生ものに比較してどうですか。

　　（高い，普通，安い）

10）使っておいしいと思いましたか。

　　（おいしい，普通，おいしくない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
11）　1回にどのくらい買いますか。　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　（200円未満，200～400円，400～600円，600～800円，800～1000円，

　　1000円以上）

12）主にどこで買いますか。

　　（小売店，スーパー，デパート，生協売店，農協売店，その他）

13）解凍及び調理方法は主にどのようにしますか。

　　（自然解凍，揚げる，煮る，焼く，蒸す，その他）　　　　　　　　，

14）料理にどのように用いますか。　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　（単独で他の料理と組み合わせる）　　　　　　　　　　　　　　i

皿1）冷蔵冷鍛備が劾ますか．（ある，ない）　　　…

2）　「ある」と答えた方は，何を使用していますか。

　　（冷凍庫，冷凍冷蔵庫，冷蔵庫）

　3）　電子レンジがありますか。（ある，ない）

皿　家族構成について，次の事がらに該当することを記入してく灯さい。

　1）家族数（　　）人　　　　　　　　　　　　　 1

2）家騰成隣（歳雌業の撫！瞥欝鋤ぽ勤臥蘇

IV’1）　月収はおよそいくらですか。

　　（5万円未満，5～10万円，10～15万円，15～20万円，20～25万円，

　　25～30万円，30万円以上）

　2）　1ケ月の食費はおよそいくらですか。

　　（2万円未満，2～3万円，3～4万円，4～5万円，5～6万円，

　　6～7万円，7～8万円，8～9万円，9～10万円，10万円以上）

V　冷凍食品について意見がありましたらお書きください。

糾
醤
興
》
螢
路
譜
矧
黙
一
。
。
熟
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表2　対象

1実劃％

調査対象｝
1配布数141・1
回収数136・18＆・

冷凍食品

主婦の職業

利肌て・・る1344195・・3

利肌てない1　・714・・

冷

凍

食

品

を

利

用

し

て

い

る

有
651　is・・

無 22716・．・

無記入【52i・5・・1

・・歳代i6・［・7・・

・・歳代1・321・＆・

主一
撃奄血P；蕪

世帯主の

　　職業

6・歳代lgl2・・
無言己入i431・2・・

勤め人｝23・166・・9

商 業1271　7・・

自由業143「・2・・

その副・12・・

（％）

90

50

■曜200円末満

口 200円～399円

囮 400円～599円

圏 600円以上

X2＝26，52

φ＝6

危険率5％

て
」・

．：

・’

●
●
■

，
b
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’●

ン

‘
●

り：

●

∴
・’

， ・
．

ご．
●

芝
l
j
二
：

．：P
．
「

●
●

・弐

蔭
．
9

●6

無記入1371・…8

月 収

i・・万円未満・313・8

・・万円～18・23．・3

小
売
店

スノ
ぐ

1

デ
パ
ー
ト

図3　利用店舗と一回の購入金額

・5万円一1841・4・・

・・万円一19・［・6・・

13・万円以上371・…8

1無記入i・・1・1・・6

ら世帯の主婦の職業，主婦の年令，世帯主の職

業，月収は表2のとおりである。

　以上の冷凍食品利用者の利用状況を，利用時，

利用回数，利用品種，保存設備，利用店舗，家

族数，一回の購入金額について，また主婦の職

業の有無と利用時・利用目的・主婦の意識（品

質，味，値段）について分析し，さらに主婦の

職業の有無別に，一一回の購入金額と冷凍食品に

対する主婦の意識および月収，また一回の購入

金額別，主婦の職業の有無と主婦の意識および

月収との関係をみた。解析にはv2検定を用い

た。

IV　結果及び考察

　1．　冷凍食品の利用状況

①利用時，利用品種，利用品名について。利

用時（表3－1）は，夕食に最も多く56．1％，次

いで昼食35．5％，おやつ9，6％，朝食6．1％で

あり，利用されている品種（表3－2）は，調理

品（92．2％），水産物（56．1％），農産物（23．3
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図4　主婦の職業の有無と利用時

％）の順である。また調理品の中でも主に，シ

ュウマイ，エビフライ，カニコPッケ，ハンバ

ーグ，ギョウザなどが多く利用されている。

②利用店舗，一回の購入金額，保存設備，家

族数について。

　利用している店舗（表3－4）は，スーパーが

最も多く57．0％，小売店，デパートの利用は少

ない。また一回の購入金額は，スーパー，小売

店ともに，200～399円が多いのに比べ，デパー

トでは，600円以上の購入が多く，利用店舗と

一回の購入金額に有意差がみられた（図3）。

保存設備（表3－3）は，冷凍冷蔵庫のある家庭

51．7％，冷蔵庫36．9％，冷凍庫4．9％，いずれ

もなし4．1％である。また一回の購入金額は，

（％）

90

50

口■ 生ものの代

口 料理の手間

囲 家では作れ

囲 その他
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図5　主婦の職業の有無と利用目的

保存設備，家族数（表3－5）からみても，200～

399円が多い。以上より，冷凍庫，冷凍冷蔵庫

のある家庭は過半数を占めている。しかし，こ

れらの家庭の一回の購入金額の多くは，200～

399円で概して少ないところから，冷蔵庫のあ

る家庭，いずれもなしの家庭と同じように，購

入時においては，一度に大量買いをして保存す

るのではなく，必要に応じて買う傾向がうかが

われる。

③主婦の職業の有無と利用時，利用目的，品

質，味，値段について。

　主婦の職業の有無からみると，利用時（表

3－6，図4）については，夕食において職無よ

り職有の利用率が高く，朝食，昼食，おやつで
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3－4利用店舗と一回の購入金額
表3－1利用時と回数

毎　　　日

週2～3回

週　1　回

月2～3回

月1回以下

朝　食

実数1％

・・16・・

　14．33

　9．52

　57．112

　19．04

昼　食

実数1　％

　1
122135．5
　1

　10，713

　11．514

　36．144

　41．851

夕　食

実数1％

193i・6・・

　0。51

　6．212

　20．239

　34．767

70　36．3

おやつ

矧％
331　9・　6

　3．01

　9．13

13　39．4

　48．516

騰
利
3
4

＼

聴
騰

200円未満

200円～399円

400円～599円

600円以上

小売店
実xl　％

・・1・5・・

ハ
0
2
3
2

　
9
θ
－
▲
－

11．1

40．7

24．1

22．2

スー一．パー　デパート

矧％馴％
・961　S7・・2・16・・

53

163

46

25

27．0

83．2

23．5

12．8

　19．04

　28．66

　14．33

　38．18

表3－2利用品種と利用時 表3－5　家族数と一回の購入金額

　　　利用品種＼　　（344人中）

利用時　　＼
　　　　　＼

食
食
食
つ

　
　
　
や

朝
昼
夕
お

農産物 水産物

実数1％矧％
8・1・3・　31・931・6・・

Q
ゾ
F
D
3
0

　
ハ
∠
5
1
▲

11．3

31．3

66．3

12．5

11

75

113

23

5．7

38．7

58．5

11．9

調理品

矧％
3・71　・…

21

117

177

32

6．6

36．9

55．8

1°’@’P

ド懲
講暴＼
200円未満

200円～399円

400円～599円

600円以上

2人以下

蜘％
24レ・

　8．32

　66．716

　16．74

　8．32

3　人

馴％
7・1・…3

　18。613

　51．436

　15．711

　14．310

4　人　5人以上

実数1％馴％
・8・IS2・・4・1・3・・1

37

106

28

10

20．4

58．6

15．5

5．5

　15．67

17　37．8

　24．411

10　22．2

表3－3　冷凍・冷蔵設備の有無と一回の購入金

　　　　額 表3－6主婦の職業の有無と利用時

』＼　　設備
　＼（344人中）

醇昊繍＼

200円未満

200円～399円

400円～599円

600円以上

冷凍庫

蝋％
・7ト9

11．82

41．27

29．45

17．63

冷　凍
冷蔵庫

訓％
・7slS…

　17．431

　51．191

　16。329

　15．227

冷蔵庫

訓％
・27i36・　9

　20．526

　55．971

　14．218

　9．412

いずれ
もなし

馴％
・4ト1

14．32

64．39

　7．11

14．32

＼

　利用時

主婦の職業
（344人中）

　　＼

朝
昼
夕
お や

食
食
食
つ

職・有　　職・無
実数i　％

65i・8・・9

3
F
O
4
5

　
1
▲
」
4

4．6

23．1

67．7

7．7

実剃％
227166・・

12

88

128

24

5．3

38．8

56．4

10．6
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表3－7　主婦の職業の有無と利用目的 表3－10主婦の職業の有無と値段

＼．緻野

利朋的＼
生ものの代わり

料理の手間をはぶく

家ではつくれない

そ　　　の　　　他

職・有
実数1％

651・＆9

職・無

実数1％

227166・・

4

53

1

3

　1
6．2t　　25

81．5

1．5

4．6

165

11

23

11．0

72．7

4．8

10．1i

　，

＼＼　　　主婦の職業1
，　　　　　（344人中）
L

値段＼
高

普

安

い

通

い

職・有

実数1％

651　18・9

8

40

13

12．3

61．5

20．0

職・無

実数1％

227i　66・・

41

129

45

18．1

56．8

19．8

表3－8主婦の職業の有無と品質 表3－11世帯主の職業と利用時

主婦の職業
（344人中）

比　較　的　よ　い

普 通

よ　　く　　な　　い

職・有

実数段
職・無
実数1％

65i・＆91・27166・・

14

40

7

21．5

61．5

10．8

28

155

35

12．3

68．3

15．4

＼世帯蔽
1　＼（344人
　　　　中）

利騰＼
朝

昼

夕

食
食
食

お　や　つ

勤め人

蜘％
23・166・　9

14 6．1

　36．782

130 56．5

　10．023

商　業　自営業

蝋％難1％
・71　7・・431・2・・5

1　3．7

29。68

16　59．3

14．84

　7．03

20　46．5

　53．523

　9，34

その他

実数1　％

71　…

3 42．9

6 85．7

表3－9主婦の職業の有無と味

＼＼

　　　　　　　　　味　　　　＼
　　　　　　　＼

お　　い　　し　　い

普 通

おいしくない

職・有　　職・無

実数1％実数1％
・・1・＆9227！6…

7

39

13

10．8

60．0

20．0

13

158

51

5．7

69．6

22．5

は職有より職無の方が利用率が高い。さらにど

のような目的（表3－7，図5）で利用されてい

るかについては，職有，職無ともに「料理の手

間をはぶく」と答えたものが多く，それぞれ

81，5％，72．7％の高率を示し，「生ものの代わ

り」，「家では作れない」についてはわずかであ

った。品質（表3－8），味（表3－9），値段（表3－

10）については，職有，職無いずれも「普通」

が多く，56．8～69．6％であった。さらに「普

通」以外では，職有では職無に比べ，比較的品

質がよく，おいしく，値段が安いと答えている。

以上より，職業の有る主婦が夕食に利用率が高

いということは，特に，炊事時間や労力の軽減
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表4　主婦の職業の有無別，一・回の購入金額からみた主婦の意識・月収
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表5　－・回の購入金額別，主婦の意識，月収と主婦の職業の有無
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の為と考えられる。また，職無の主婦は，職有

の主婦より，品質，味，値段に満足していない

が，昼食等に利用率が高いのは意外であった。

　2．　主婦の職業の有無別に一回の購入金額を

みると，職有では200～399円，400～599円の両

者で69．2％，職無では200円未満，200～399円

の両者で72．7％を占めている。以上よりわずか

ながら，職有の主婦の方が，職無の主婦より，

まとめ買いの傾向があることがうかがわれる。

一回の購入金額と有意差がみとめられたのは，

職有では味，職無では品質と月収である。（表

4，図6）さらに，一回の購入金額別，主婦の

意識，月収と主婦の職業（表5）との関係をみ

ると，200～399円の購入にのみ，品質，味，月

収に有意差がみとめられた。

　3．　冷凍食品についての主婦の意見，要望と

しては，「味付けにもう1つ工夫がほしい。」，

「味が画一化されているのであきてしまう。」，

「材料に何が入っているのか心配である。」，

「衛生面で心配である。」などがあげられてい

る。しかし，これらは少数の人々の意見である。

V　要　　約

　冷凍食品の生産数量に伴い，今回の調査から

も，家庭用冷凍食品の普及率が高く，その利用

は，夕食，昼食に多くみられた。特に，職有の

主婦は，職無の主婦に比べ，夕食において利用

率が高く，職無の主婦は，職有の主婦に比べ，

昼食に利用率が高い。利用されている品種では，

調理品が最も多く，その内容は，シュウマイ，

エビフライ，カニコロッケ，ハンバーグ，ギョ

ウザであった。利用店舗はスーパーが多い。一

回の購入金額は200～399円が多く，有意差が認

められた。利用の目的としては，主婦の職業の

有無と関係なく，冷凍食品を料理の手間をはぶ

く便利なものと考えているものがほとんどで，

他に深い考えをもって利用されていない。しか

し，わずかではあるが，中には，不明瞭な材料

等についての品質や，画一化された味，衛生面

に疑問を抱いているものもある。また，一回の

購入金額200～399円において，品質，味，月収

にのみ，主婦の職業の有無間に有意差が認めら

れた。

　以上のことから，冷凍食品は，時間，労力面

の合理化上極めて有効なものであるが，価格や

味については，まだ問題があるように思われる。

また，主婦においても，冷凍食品についての正

しい知識を深める努力が必要と考える。尚，本

論文は，昭和52年度，第24回日本栄養改善学会

での発表論文の一部である。

　終わりにのぞみ，この調査に当り協力いただ

いた山内由起江さんに謝意を表します。
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